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消
費
生
活
の
豆
知
識
　
そ
の
1　

連
鎖
販
売
組
織
に
加
入
し
た
が
、
大
丈
夫
？

　市では、平成21年3月に「地球温暖化対策の推進

に関する法律」に基づき、「川越市地球温暖化対策

地域推進計画」を策定しました。この計画では、市

域において二酸化炭素（CO₂）などの温室効果ガス排

出量を、平成2年から同24年までに0.6％削減する

ことを目的としています。このコラムでは、家庭か

らの CO₂削減を目標に、くらしに役立つ環境への

取り組みを紹介していきます。

　引っ越しが多いこの季

節、家電製品を買い替え

る方もいるのではないで

しょうか。買い替えのと

き、省エネ性能ラベルの

★が4つ以上の地上デジ

タル放送対応テレビ、エ

アコン、冷蔵庫を購入すると、エコポイントが取得

できます。

　例えば、10年前の32型ブラウン管テレビを、★

4つ以上の同型液晶テレビに買い替えた場合、年間

の電気代は、今までのものと比べ、1,500円以上安

くなります。エコポイントは12,000点、さらにリ

サイクルで3,000点、合計15,000点取得できます。

エコポイントは1点につき1円相当の商品券などに

交換できます。

　省エネ製品は、電気代が安いだけでなく、CO₂の

排出量も削減できるため、環境や家計にやさしい買

い物となります。

　エコポイントは、12月31日の購入分まで取得で

きます。商品購入後、平成23年2月28日までの登

録申請と、同24年3月31日までに交換が必要です。

家電エコポイント
環境政策課
L224－5866くらしと環境のいい関係①

事
例

　
大
学
生
の
息
子
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス

の
説
明
会
に
行
っ
た
。
友
人
か
ら
「
人
を
誘
っ
て

入
会
さ
せ
れ
ば
月
百
万
円
の
収
入
に
な
る
」
と
言

わ
れ
、
組
織
に
加
入
。
学
生
ロ
ー
ン
で
借
金
し
て

健
康
食
品
を
購
入
し
た
が
大
丈
夫
か
？

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
人
を
介
し
て

商
品
を
連
鎖
的
に
販
売
す
る
仕
組
み
、
い
わ
ゆ
る

マ
ル
チ
商
法
で
す
。
商
品
の
販
売
を
目
的
と
し
な

い
無
限
連
鎖
講（
ね
ず
み
講
）と
違
い
、
必
ず
し
も

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
法
律
に
よ
っ

て
不
当
な
勧
誘
行
為
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

説
明
会
な
ど
で
「
必
ず
も
う
か
る
」
と
あ
お
る

よ
う
な
業
者
は
、
悪
質
な
業
者
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
言
え
ま
す
。
加
入
者
が
見
つ
か
ら
ず
、
多

額
の
借
金
と
商
品
の
在
庫
を
抱
え
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
く
、
ま
た
、
友
人
を
誘
う
こ
と
で
人
間
関

係
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
内
容
を
よ
く
読
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み

や
リ
ス
ク
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①�

契
約
書
面
の
受
領
日
か
ら
二
十
日
間
以
内
は
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
降
で

も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
中
途
解
約
が
で

き
ま
す
。

②�

困
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
改
札
か
ら
北

に
向
か
う
と
、

県
内
唯
一
の
屋

内
ス
ケ
ー
ト
場

が
あ
る
大
き
な

建
物
が
見
え
ま

す
。
バ
ン
ク
ー

バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
か
、
例
年

よ
り
、
来
場
者
が
増
え
て
い
る
と
か
。

　
し
ば
ら
く
進
み
、
川
越
市
駅
入
口
の

交
差
点
。
洋
風
建
築
の
旧
六
軒
町
郵
便

局
は
、
六
軒
町
交
差
点
方
面
へ
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
か
ら
振
り
返
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
。
側
面
か
ら
は
細
く
見
え
た

建
物
を
、
正
面
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
中
央
小
学
校
に
向
か
う
道
を
歩

い
て
進
む
と
、
右
側
に
高
校
の
正
門
前

か
ら
続
く
桜
並
木
が
見
え
ま
す
。
左
側

の
教
会
入
り
口
に
は
、
鮮
や
か
な
黄
色

い
ミ
モ
ザ
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
駅
北
側
の
踏
切
に
向
か
う
途
中
、
ス

ケ
ー
ト
場
の
裏
側
に
雪
山
発
見
！
（
写

真
）。
リ
ン
ク
整
備
で
削
ら
れ
た
氷
が
、

勢
い
よ
く
積
み
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
魅
力
や
小
さ
な
発
見
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
今
年
度
は
、
駅
周
辺
の
散
歩
が
テ
ー
マ
。

今回出かけたのは

「川越市駅」川越
再
発見

　
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
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2
2
6
︲
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0
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︲
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「
知
り
合
い
、
触
れ
合
い
、
学
び
合
い
」

と
い
う
三
つ
の
「
あ
い
」
が
な
い
と
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
理
解
は
絶
対
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
障
害
者
に
は
、
非
常
に
苦
し
く
、

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
障
害

の
あ
る
方
に
も
、
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て

い
た
だ
く
、
お
金
を
負
担
し
て
も
ら
う
、

そ
れ
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
過
剰
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。障
害
の
あ
る
方
が
、

生
活
で
き
な
い
ほ
ど
の
自
己
負
担
を
取
ら

れ
て
は
、
本
当
に
楽
し
い
生
活
は
、
送
れ

ま
せ
ん
。
国
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活

を
考
え
た
と
き
に
、
最
低
限
の
生
活
保
障

と
い
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
皆
さ
ん
も

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を
見
た
と
き
に
、

「
最
低
限
の
生
活
保
障
だ
っ
た
ら
、
喜
ば

な
い
と
あ
か
ん
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
週
間
に
二
回
の
お
風
呂

が
で
す
よ
、
最
低
限
の
生
活
保
障
で
し
ょ

う
か
。
喜
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
が
、
良
く
な
ら

な
い
と
皆
さ
ん
の
生
活
も
良
く
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
は
最

低
限
の
生
活
を
保
障
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
で

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
⑨

人
権
推
進
課
L
2
2
4
︲
5
5
7
9

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
自
立
生
活
問
題
研
究
所
所
長
・
谷た

に

口ぐ
ち

明あ
き

広ひ
ろ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、
人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
人
権
推
進
課
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

満
足
し
な
さ
い
。
こ
れ
が
最
も
大
き
な
差

別
だ
と
思
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
は
、

自
分
が
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
と

幸
せ
に
な
っ
て
い
け
ま
す
。
幸
せ
に
な
ら

な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
国
や
市
町
村
は
、
最
低
限
の

生
活
を
保
障
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
最
低
限
の
生
活
は
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
と
い
う
こ
と
を
最
後
に

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）
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　このコーナーは、今回が第1回です。今後しばらく「ここ
を変えます」というテーマで書きたいと思います。
　私が市長に就任してから、1年が経過しました。この間、
市の外郭団体において2件の不正行為が発覚しました。市の
監督不行き届きの点を、市民の皆様に改めておわび申し上げ
ます。
　昨年3月には①社会福祉協議会での不正行為、11月には
②㈶施設管理公社での不正行為が明らかになりました。いず
れも私に報告があってから時間をおかずに、市の広報で概要
をお知らせしたとおりです。①は平成15年から同18年にか
けて、②は平成19年11月から昨年11月にかけての行為です。
②は、不正行為者が事実を認め、公社が被った損害は100％
補てんされました。しかし、①は現在捜査中で、まだ行為者
が特定されておりません。
　社会福祉協議会も施設管理公社も、川越市とは別法人です。
しかし、市と密接な関係にある、いわゆる市の外郭団体です。
　外郭団体に不正行為が続いた原因はいくつかあると思われ
ます。市の監督が不十分であったことや、当該組織に緊張感
が欠けていたことも、その要因であることは否めません。組
織に緊張感が欠如している原因の一つは、プロパー（生え抜
きの）職員のほとんどが、これまで公募による試験で採用さ
れていないことにもあると私は考えています。もし、それが
緊張感欠如の原因でないとしても、市の関連団体が職員を公
募採用していないということは、現代では論外であると思い
ます。
　今後不正行為が発生しないよう、市は、社会福祉協議会・
施設管理公社を含む全ての外郭団体に対して、就業体制を整
備し、緊張感を持って業務運営に当たるよう監督・指導を強
化しています。職員採用は、各団体がそれぞれ決めることで
すが、今後は競争試験の導入を徹底するよう、市からの指導
を強化しました。

変えます。ここを！　①「外郭団体」

品格あるまちを目指して


